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一　

は
じ
め
に

近
代
以
降
、
日
本
の
中
国
仏
教
史
の
研
究
は
大
正
期
に
本
格
的
に
始
ま
り
、
昭

和
期
に
は
、
仏
跡
調
査
を
伴
っ
た
多
く
の
中
国
仏
教
史
に
関
す
る
論
文
が
発
表
さ

れ
た（

１
）。

こ
の
時
期
の
中
国
仏
教
史
研
究
の
特
徴
は
、
満
州
事
変
以
降
、
国
家
や
軍

部
と
の
提
携
に
お
い
て
発
展
し
た
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
小
川
貫
弌

（
一
九
一
二
年
―
二
〇
〇
六
年
：
以
下
貫
弌
と
略
称
す
る
）
は
、
戦
後
、
龍
谷
大
学
教
授
と
な

り
、
退
職
後
は
同
学
の
名
誉
教
授
と
な
っ
た
中
国
仏
教
史
の
代
表
的
研
究
者
で
あ
る

が（
２
）、

彼
も
ま
た
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
興
亜
留
学

生
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
丹
念
な
仏
跡
調
査
を
行
っ
た
経
験
を
持
つ
。

貫
弌
は
、
生
前
、
膨
大
な
蔵
書
や
調
査
資
料
を
蒐
集
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
現

在
も
西
厳
寺
に
蔵
さ
れ
、「
西
厳
寺
橘
資
料
」
や
「
清
光
山
西
厳
寺
蔵
和
漢
古
書
目

録
」、「
西
厳
寺
小
川
貫
弌
蔵
現
代
史
資
料
集
成
」
と
し
て
、
論
文
や
冊
子
等
に
発
表

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
、
新
出
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
の
は
、
貫
弌

の
自
筆
原
稿
と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
六
冊
に
貼
付
さ
れ
た
中
国
留
学
時
代
の
書

簡
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
写
真
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
貫
弌
の
龍
谷
大
学
在
学
中
か

ら
、
中
国
留
学
を
経
て
、
龍
谷
大
学
教
授
、
龍
谷
大
学
図
書
館
長
と
な
り
、
退
職
す

る
ま
で
の
約
五
十
年
間
の
も
の
で
あ
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
貼
付
さ
れ
た
細
か

い
も
の
も
含
め
れ
ば
、
千
点
近
く
に
も
な
る
。
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
で
は
、

今
年
度
よ
り
こ
れ
ら
の
調
査
分
析
に
着
手
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
新
出
資

料
の
調
査
の
意
義
を
示
す
た
め
に
も
、
ま
ず
は
西
厳
寺
に
お
い
て
、
過
去
ど
の
よ
う

な
調
査
が
行
わ
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
簡
略
に
紹
介
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
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二　

西
厳
寺
所
蔵
の
資
料
調
査

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
九
月
、
貫
弌
が
亡
く
な
っ
た
直
後
か
ら
、
長
男
の
徳

水
氏
の
呼
び
か
け
で
、
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
・
小
田
義
久
氏
を
代
表
と
し
て
、
有
志

に
よ
る
「
小
川
貫
弌
先
生
貴
重
書
研
究
会
」
が
編
成
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
会
で
は
、

貫
弌
所
蔵
の
古
写
本
の
断
簡
や
「
西
厳
寺
橘
資
料
」、
こ
れ
は
第
二
次
・
第
三
次
大

谷
探
検
隊
員
で
あ
っ
た
橘
瑞
超
か
ら
貫
弌
へ
と
寄
贈
さ
れ
た
探
検
隊
収
集
資
料
で
あ

る
が
、
こ
う
し
た
古
資
料
類
に
つ
い
て
、
大
木
彰
氏
、
橘
堂
晃
一
氏
、
吉
田
豊
氏
の

諸
氏
が
中
心
と
な
っ
て
調
査
・
研
究
が
な
さ
れ
、『
東
洋
史
苑
』
第
七
〇
・
七
一
合
併

号
「
故
小
川
貫
弌
先
生
追
悼
号
」
に
、「
大
谷
探
検
隊
収
集
「
西
厳
寺
蔵
橘
資
料
」

に
つ
い
て
」
と
し
て
、
そ
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
号
で
は
、
貫
弌
へ

の
追
悼
文
を
含
め
、
詳
細
な
略
年
譜
・
著
作
目
録
な
ど
が
収
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
小
川
貫
弌
先
生
貴
重
書
研
究
会
で
は
、
こ
の
作
業
と
並
行
し
、
デ
ジ

タ
ル
資
料
と
し
て
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
に
二
枚
の
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
作
成
し

た
。
そ
し
て
、「
西
厳
寺
蔵
橘
資
料
」「
古
写
経
断
簡
集
成
」
を
Ａ
版
に
、「
小
川
貫

弌
先
生
著
作
集
」
を
Ｂ
版
と
し
て
、
貫
弌
の
収
蔵
品
と
刊
行
著
作
物
を
こ
れ
に
収
載

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
年
、
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
、「
西
厳
寺
橘

資
料
」
を
調
査
・
研
究
し
た
吉
田
豊
氏
に
よ
っ
て
、『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』

第
四
十
九
号
に
「
新
出
ソ
グ
ド
語
資
料
に
つ
い
て
―
新
米
書
記
の
父
へ
の
手
紙
か

ら
：
西
厳
寺
橘
資
料
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
」
と
い
う
簡
易
な
資
料
紹
介
も
な
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
こ
の
西
厳
寺
は
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
と
も
学
術
的
な
つ
な
が
り

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）、
貫
弌
所
蔵
の
和
本
類
に

つ
い
て
西
厳
寺
に
調
査
に
入
り
、
そ
の
結
果
を
目
録
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
調

査
の
き
っ
か
け
は
、
同
研
究
所
室
長
で
あ
っ
た
故
・
渡
辺
信
和
に
対
し
て
、
徳

水
氏
が
蔵
書
類
に
関
す
る
相
談
を
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
渡
辺

は
、
高
橋
良
正
氏
に
西
厳
寺
の
和
漢
古
書
目
録
の
編
纂
を
依
頼
し
、
平
成
二
十
一

年
（
二
〇
〇
九
）
三
月
頃
か
ら
一
年
半
を
か
け
、
六
回
の
調
査
を
経
て
、「
清
光
山

西
厳
寺
蔵
和
漢
古
書
目
録
」
と
し
て
、
そ
の
成
果
が
『
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

紀
要
』
第
三
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
調
査
の
期
間
中
、
当
学
教
授
槻

木
瑞
生
も
ア
ジ
ア
開
教
に
関
す
る
資
料
を
調
査
し
て
お
り
、
徳
水
氏
は
そ
の
助
言
に

よ
っ
て
関
連
す
る
貴
重
蔵
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
、
そ
れ
に
目
録
を
付
け
て
、『
西

厳
寺
小
川
貫
弌
蔵
現
代
史
資
料
集
成
Ⅰ
Ⅱ
』（
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
と
し
て
刊
行
し
た
。

以
上
が
、
こ
れ
ま
で
の
西
厳
寺
調
査
の
概
要
で
あ
る
が
、
今
回
、
新
出
資
料
と
し

て
紹
介
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
貫
弌
個
人
の

中
国
仏
教
史
研
究
に
関
す
る
自
筆
原
稿
・
写
真
類
で
あ
る
。

　
　

三　

小
川
貫
弌
の
生
い
立
ち

貫
弌
が
龍
谷
大
学
研
究
科
に
入
学
し
た
昭
和
十
年
代
は
、
中
国
仏
教
の
研
究
が
飛

躍
的
に
発
展
し
、
京
都
で
は
京
都
大
学
・
龍
谷
大
学
・
大
谷
大
学
が
連
携
し
て
、
雑

誌
『
支
那
仏
教
史
学
』（
昭
和
十
二
年
―
昭
和
十
九
年
）
が
発
刊
さ
れ
た
時
期
で
も
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あ
っ
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
貫
弌
が
学
ん
だ
龍
谷
大
学
で
も
、
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
四
月
、
史
学
講
座
か
ら
仏
教
史
学
の
講
座
が
分
立
し
、『
龍
谷
史
壇
』

が
発
刊
さ
れ
る
な
ど
、
仏
教
史
が
活
況
を
呈
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
。
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
布
教
使
で
あ
っ
た
父
・
貫
練
の
助
言
も
あ
り
、
貫
弌
は
中
国
仏
教
史
の
研

究
を
志
し
た
と
い
う
が
、
本
章
で
は
、
貫
弌
が
そ
の
よ
う
に
研
究
を
志
す
に
至
る

ま
で
の
経
歴
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
み
た
い
。
な
お
、
貫
弌
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、

『
東
洋
史
苑
』
の
追
悼
号
に
掲
載
さ
れ
た
猪
飼
祥
夫
氏
に
よ
る
略
年
譜
が
あ
る
ほ
か
、

徳
水
氏
も
西
厳
寺
の
寺
院
史
お
よ
び
貫
弌
の
年
譜
を
作
成
し
て
お
り（

３
）、

以
下
、
こ
れ

ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
略
述
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

貫
弌
は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
一
日
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
末

寺
、
西
厳
寺
第
十
一
世
小
川
貫
練
と
登と

美み

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
同
胞
に
は
上

に
姉
の
禮
子
が
お
り
、
妹
に
は
信
子
と
昭
子
が
、
さ
ら
に
弟
の
貫
之
が
い
た
。
し
か

し
、
貫
之
は
幼
く
し
て
夭
折
し
た
と
い
い
、
そ
の
た
め
、
貫
弌
は
西
厳
寺
の
住
職
の

後
継
と
し
て
厳
し
く
育
て
ら
れ
た
。

貫
弌
と
龍
谷
大
学
と
の
関
わ
り
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
始
ま
る
。
こ
の

年
の
三
月
、
貫
弌
は
岐
阜
県
立
武
義
中
学
校
第
四
学
年
を
修
了
し
、
龍
谷
大
学
予
科

に
入
学
し
た
。
門
徒
の
有
志
が
、
貫
弌
が
十
歳
か
ら
寺
の
手
伝
い
と
し
て
月
参
り
を

し
た
布
施
を
貯
蓄
し
た
も
の
を
学
費
に
充
て
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
、
彼

は
ま
だ
中
学
校
在
学
中
で
、
こ
の
受
験
は
親
に
相
談
も
な
く
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
そ

の
た
め
、
龍
谷
大
学
の
担
当
職
員
が
父
貫
練
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
合

格
手
続
き
の
猶
予
を
も
ら
い
、
直
ち
に
岐
阜
に
帰
省
し
、
龍
谷
大
学
へ
の
入
学
の
承

諾
を
得
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
、
父
の
貫
練
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）、
岐
阜
県
本
巣
市
上
保
の

農
家
、
大
熊
喜
八
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
が
、
農
家
を
継
ぐ
の
を
嫌
っ
た
た

め
か
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
本
巣
市
上
保
の
善
照
寺
の
徒
弟
と
な
り
、
明

治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
地
方
の
本
願
寺
派
僧
侶
の
育
成
機
関
で
あ
っ
た
岐

阜
・
金
阜
教
校
へ
入
学
し
た
。
三
年
後
、
大
分
県
中
津
の
摂
受
吐
月
勧
学
に
師
事
し

た
が
、
吐
月
が
亡
く
な
っ
た
た
め
に
帰
郷
し
、
岐
阜
の
金
阜
教
校
へ
再
入
学
し
た
。

そ
し
て
、
布
教
の
た
め
、
各
務
原
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
西
厳
寺
に
後
継
住
職
が
い

な
い
と
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

十
月
、
西
厳
寺
に
入
寺
す
る
こ
と
に
な
る
。
翌
年
九
月
に
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
の
大
学
林
に
入
学
し
、
同
年
十
一
月
に
住
職
に
就
任
し
た
。
明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）、
仏
教
大
学
（
現
・
龍
谷
大
学
）
を
卒
業
し
、
布
教
使
と
し
て
北
陸
や

北
海
道
な
ど
を
中
心
に
、
全
国
を
布
教
し
た
と
い
う
。
な
お
、
卒
業
と
共
に
、
西
厳

寺
十
世
普
観
の
娘
、
玉た

ま

日ひ

と
結
婚
し
て
い
る
が
、
こ
の
坊
守
の
玉
日
は
十
年
も
経
た

な
い
う
ち
に
二
十
五
歳
の
若
さ
で
病
死
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
岐
阜
県
関
市
山
田
村

の
地
主
の
娘
、
後
藤
登
美
と
結
婚
し
、
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
貫
弌
で
あ
っ
た
。

登
美
の
実
家
の
後
藤
家
は
、
製
糸
工
場
を
営
み
、
西
厳
寺
に
金
銭
的
援
助
を
行
な
っ

て
い
た
が
、
昭
和
初
期
に
は
不
況
の
あ
お
り
を
受
け
、
廃
業
し
た
と
い
う
。

さ
て
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
四
月
、
貫
弌
は
龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
史
学
科

に
入
学
し
た
。
大
学
入
学
す
る
に
あ
た
り
、
貫
弌
は
当
初
、
真
宗
学
を
専
攻
す
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
が
、『
龍
谷
史
壇
』
を
編
集
し
て
い
た
龍
谷
大
学
研
究
科
の
浜
中
寛
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淳
が
、
当
時
ハ
イ
カ
ラ
な
カ
ン
カ
ン
帽
を
か
ぶ
り
、
浴
衣
に
袴
を
つ
け
て
仏
教
史
学

科
の
勧
誘
に
来
た
と
い
い
、
そ
れ
が
第
一
の
動
機
で
あ
っ
た
と
貫
弌
の
手
記
に
は
記

さ
れ
て
い
る（

４
）。

ま
た
、
仏
教
史
学
科
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、
父
・
貫
練
が
「
布
教

使
に
な
る
な
ら
ば
、
中
国
仏
教
史
が
良
い
」
と
助
言
し
た
と
さ
れ
る（

５
）。

ま
た
、
同
じ
く
貫
弌
の
手
記
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
龍
谷
大
学
で
は
、
禿
氏
祐
祥
・

西
光
義
遵
・
高
雄
義
堅
の
三
教
授
が
龍
谷
大
学
の
仏
教
史
を
牽
引
し
、「
こ
の
三
教

授
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
と
っ
た
指
導
に
よ
っ
て
龍
大
の
史
学
が
華
々
し
い
活
躍
を
と

げ
る
」
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う（

６
）。

こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
中
国
仏
教
史
を
専
攻

す
る
こ
と
に
な
っ
た
貫
弌
は
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）、
文
学
部
の
卒
業
時
に

は
、「
趙
宋
時
代
の
浄
土
教
」
と
い
う
論
題
で
、
中
国
浄
土
教
を
研
究
テ
ー
マ
に
卒

業
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
貫
弌
は
龍
谷
大
学
研
究
科
中
国
仏
教
史
学

に
入
学
す
る
が
、
こ
こ
で
は
中
国
仏
教
史
の
高
雄
義
堅
に
師
事
し
た
と
み
ら
れ
る
。

学
術
誌
『
龍
谷
史
壇
』『
支
那
仏
教
史
学
』
の
編
集
を
手
伝
い
な
が
ら
、
自
身
の
研

究
に
打
ち
込
み
、
さ
ら
に
は
大
谷
大
学
教
授
の
道
端
良
秀
ら
の
輪
読
会
に
も
参
加
す

る
な
ど
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
研
究
科
の

修
了
時
に
は
、「
南
宋
仏
教
史
研
究
」
と
題
し
た
論
文
を
、
教
団
編
と
教
学
編
の
二

冊
を
ま
と
め
て
提
出
し
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
三
月
に
同
研
究
科
を
修
了
し

て
い
る
。

　
　

四　

西
本
願
寺
興
亜
留
学
生
と
し
て

興
亜
留
学
生
の
「
興
亜
」
と
い
う
言
葉
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
六
四
）、
近
衛

文
麿
内
閣
が
出
し
た
「
東
亜
新
秩
序
」
声
明
に
始
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
声
明
以

後
、
宗
教
界
も
こ
れ
に
呼
応
し
、
こ
の
時
期
、
各
宗
派
・
各
団
体
が
「
興
亜
」
を
冠

し
た
運
動
や
事
業
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
法
主
・
大

谷
光
瑞
が
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
に
「
興
亜
奉
公
の
消
息（

７
）」

を
出
し
、
本
山
で

は
こ
れ
を
具
体
化
し
た
「
興
亜
促
進
運
動
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
当
時

の
執
行
・
梅
原
真
隆
は
『
教
海
一
瀾（

８
）

』
紙
上
で
、「
興
亜
」
と
は
大
東
亜
建
設
の
た

め
に
物
心
両
面
で
国
家
に
「
奉
公
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
運

動
に
は
、
①
「
興
亜
促
進
御
消
息
披
露
特
別
布
教
」
と
、
②
「
興
亜
促
進
強
調
臨
時

布
教
」
の
二
つ
が
あ
り
、
①
は
法
主
の
大
谷
光
瑞
の
「
興
亜
奉
公
の
御
消
息
」
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
同
年
七
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
期
間
、
日
本
全
国
の
教
区
に
お

い
て
こ
れ
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
②
で
は
三
綱
・
十
要
が
規
定
さ
れ

て
い
て
、
そ
こ
に
い
う
三
綱
と
は
「
信
念
確
立
」「
興
亜
認
識
」「
経
済
報
国
」
で
あ

り
、
興
亜
の
信
念
を
確
立
し
、
興
亜
を
認
識
し
、
経
済
面
で
も
報
国
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
十
要
の
「
民
族
親
和
」「
資
源
愛
護
」

「
防
共
達
成
」「
満
蒙
拓
土
」「
皇
軍
感
謝
」「
傷
病
兵
慰
問
」「
英
霊
追
弔
」「
遺
家
族

共
励
」「
銃
後
奉
公
」「
生
活
刷
新
」
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
興
亜
促
進
運

動
の
う
ち
、
本
願
寺
派
が
重
要
視
し
た
の
が
中
国
へ
の
現
地
慰
問
で
、
留
学
生
に
関

し
て
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
貫
弌
は
手
記
の
中
で
、

昭
和
十
四
年
三
月
研
究
科
を
「
南
宋
仏
教
史
研
究
」
と
題
し
教
団
篇
と
教
学
篇

の
二
冊
を
ま
と
め
て
卒
業
が
で
き
た
。
時
恰
も
日
本
は
大
陸
進
出
の
戦
時
体
制



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

九
五

で
あ
り
、
本
願
寺
に
お
い
て
中
国
に
開
教
師
派
遣
が
盛
ん
と
な
る
に
つ
れ
た
興

亜
留
学
生
を
募
集
し
て
中
国
大
陸
の
仏
教
事
情
を
調
査
研
究
す
る
必
要
性
が
認

め
ら
れ
、
北
京
へ
は
三
上
諦
聴
新
野
修
基
、
中
支
へ
は
私
と
海
野
の
二
人
が
派

遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
禿
氏
西
光
高
雄
諸
教
授
の
推
薦
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た（

９
）。

と
述
べ
て
お
り
、
貫
弌
に
は
自
身
が
「
興
亜
留
学
生
」
と
い
う
立
場
で
留
学
し
た
と

い
う
自
負
が
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
本
願
寺
派
の
留
学
生
は
明
治
初
期
ま
で
遡
る
。
海
外
視
察
や
研
究

調
査
を
目
的
と
し
て
、
開
教
師
や
研
究
者
を
留
学
さ
せ
て
い
た
が
、
昭
和
十
年
頃

か
ら
満
州
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
、
満
州

に
「
日
語
学
校
」
を
、
龍
谷
大
学
内
に
「
満
州
語
学
院
」
を
開
設
し
、
満
州
語
学
院

で
勉
強
さ
せ
て
学
部
卒
業
生
を
満
州
に
留
学
さ
せ
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
留

学
生
に
つ
い
て
は
、「
北
支
留
学
生）

10
（

」
や
「
満
州
留
学
生）

11
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」
な
ど
の
名
称
が
あ
り
、

貫
弌
は
学
部
・
研
究
科
の
担
当
教
授
高
雄
義
賢
の
推
薦
を
も
ら
い
、
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
四
月
、「
興
亜
留
学
生
」
と
し
て
、
中
華
民
国
へ
渡
り
、
南
京
で
約
二

年
間
、
北
京
に
約
一
年
間
、
研
究
者
と
し
て
調
査
活
動
を
し
な
が
ら
滞
在
す
る
こ
と

と
な
る
。

さ
て
、
こ
の
年
の
四
月
、
上
海
に
上
陸
し
た
貫
弌
は
、
上
海
別
院
の
小
笠
原
彰
真

開
教
総
長
に
よ
っ
て
南
京
へ
の
派
遣
を
命
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
南
京
の
太
平
路
白

菜
園
に
あ
っ
た
西
本
願
寺
出
張
所
の
横
湯
通
之
主
任
の
紹
介
で
鳳
山
古
林
律
寺
に
入

り
、
中
国
僧
と
共
に
南
京
仏
学
院
で
教
育
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
貫

弌
は
、「
大
学
で
書
物
を
通
じ
て
理
解
し
て
い
た
中
国
仏
教
と
現
実
に
、
中
国
の
仏

寺
に
入
っ
て
中
国
僧
と
共
同
生
活
し
て
み
る
と
、
全
く
そ
の
問
題
が
複
雑
で
相
違
す

る
こ
と
を
痛
感
」
し
た
と
述
べ
て
い
る）
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。

古
林
律
寺
に
つ
い
て
は
、
貫
弌
の
論
文
、「
中
国
現
代
の
放
戒
と
戒
疤
・
戒
牒
」

で
簡
略
に
触
れ
て
い
る
の
で
引
用
し
て
み
よ
う
。

南
山
律
寺
の
復
興
者
三
昧
寂
光
の
師
匠
で
あ
る
、
古
心
慧
雲
師
が
明
代
の
萬
暦

年
代
に
い
た
古
林
庵
が
清
代
に
律
寺
と
発
展
し
て
現
代
に
及
べ
る
も
の
で
あ

る
。
慧
雲
律
師
が
こ
こ
に
石
戒
壇
を
築
き
、
律
門
の
第
一
祖
庭
と
し
て
よ
り
今

は
第
十
八
代
の
住
持
で
あ
る
。
江
南
に
於
い
て
著
名
な
律
寺
と
し
て
毎
年
春
秋

の
二
期
に
は
昔
な
が
ら
に
、
寶
華
山
の
授
戒
の
儀
礼
と
同
じ
放
戒
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る）

13
（

。

こ
の
よ
う
に
寺
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
古
林
律
寺
内
に
設
置
さ
れ
て

い
た
の
が
南
京
仏
学
院
で
、
現
地
の
中
国
人
僧
侶
に
対
し
て
日
本
式
の
仏
教
教
育
を

施
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
設
置
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
興
亜
院
華
中
連
絡
部
調
査

機
関
が
ま
と
め
た
「
南
京
及
蘇
州
に
於
け
る
仏
教
の
実
情
調
査
」
に
よ
れ
ば）

14
（

、
こ
の

南
京
仏
学
院
は
、
日
華
仏
教
聯
盟
南
京
総
会
の
依
嘱
に
よ
り
、
経
営
面
で
は
西
本
願

寺
が
責
任
者
と
な
り
、
同
派
の
対
支
事
業
中
よ
り
年
額
三
千
六
百
円
の
資
金
が
当
て

ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
華
仏
教
連
盟
と
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
真

宗
大
谷
派
・
浄
土
宗
・
日
蓮
宗
・
本
門
本
法
華
宗
・
曹
洞
宗
と
い
っ
た
、
南
京
に
進

出
し
た
日
本
仏
教
各
宗
派
が
組
織
し
た
南
京
日
本
仏
教
連
合
会
を
中
枢
と
し
て
、
そ

こ
に
中
国
側
の
南
京
仏
教
会
・
蒙
蔵
章
嘉
事
務
所
・
西
蔵
班
禅
駐
京
弁
事
処
・
中
国



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

九
六

安
清
同
盟
が
加
盟
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
冠
吾
南
京
市
督
弁
を
総
裁
と
し
た
団
体

で
、
南
京
に
本
部
を
置
き
、
鎮
江
・
揚
州
に
支
部
を
設
置
し
て
い
た
。
日
本
の
仏
教

教
団
が
中
国
開
教
に
苦
戦
す
る
な
か
、
相
互
に
助
け
合
い
な
が
ら
教
勢
を
拡
大
す
る

た
め
に
組
織
さ
れ
た
団
体
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
南
京
仏
学
院
の
生
徒
数
は
十
名
で
、
古
林
律
寺
内
に
合
宿
さ
せ
、
規
律
あ

る
団
体
生
活
を
さ
せ
て
い
た
と
い
う
。
特
徴
的
な
の
は
、
詰
襟
洋
服
の
制
服
を
着
用

さ
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
授
業
科
目
は
、
修
身
・
日
本
語
・
仏
教
史
・
仏
教
概

論
・
天
台
・
華
厳
・
唯
識
・
仏
教
論
理
・
禅
文
学
・
仏
前
作
法
・
国
文
習
字
・
音
楽

体
操
を
講
義
し
、
日
本
人
と
中
国
人
の
双
方
か
ら
職
員
数
名
と
講
師
数
名
を
人
選
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
貫
弌
は
こ
こ
で
主
事
の
役
職
を
与
え
ら
れ
、
教
鞭
を
取
り
な

が
ら
、
南
京
の
棲
霞
山
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　

五　

中
国
仏
教
史
の
発
展
と
貫
弌
の
仏
跡
調
査

中
国
仏
教
史
の
発
展
は
、
常
磐
大
定
の
五
度
に
よ
る
中
国
へ
の
仏
跡
調
査
に
よ
っ

て
著
さ
れ
た
『
古
賢
の
跡
へ
支
那
仏
蹟
蹈
査）

15
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』
に
よ
っ
て
、
文
献
学
か
ら
現
地
調
査

の
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
中
国
仏
教
史
の
研
究
者
は
、
次
々
と

中
国
に
渡
り
、
歴
史
的
な
発
見
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
。
龍
谷
大
学
で
は
学
術
誌

『
龍
谷
史
壇
』
を
中
心
に
、
中
国
仏
教
史
に
関
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
、
昭
和
十
一

年
（
一
九
三
六
）
に
は
、
学
術
誌
『
支
那
仏
教
史
学
』
が
龍
谷
大
学
・
大
谷
大
学
・

京
都
大
学
の
教
授
や
研
究
科
の
学
生
を
中
心
に
法
蔵
館
よ
り
創
刊
さ
れ
た
。
ま
た
、

同
年
、『
日
華
仏
教
研
究
会
年
報
』
が
創
刊
さ
れ
る
な
ど
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

以
降
、
中
国
に
関
す
る
雑
誌
が
多
く
創
刊
さ
れ
た）

16
（

。

貫
弌
も
ま
た
、
南
京
の
古
林
律
寺
に
駐
在
し
、
仏
学
院
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
、

棲
霞
山
の
調
査
を
再
三
行
な
っ
た
が
、
そ
の
成
果
は
『
南
京
青
年
叢
書
第
１
輯　

六

朝
の
勝
地　

千
仏
の
名
藍　

棲
霞
山
史
蹟）
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（

』
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
十
二
日
に
は
蘇
州
霊
厳
山
の
印
光
法
師
の
荼
毘
葬

へ
の
列
席
を
兼
ね
て
、
同
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
杭
州
の
日
華
仏
教
会
を
拠

点
に
、
昭
慶
律
寺
、
霊
隠
寺
、
浄
慈
寺
、
文
瀾
閣
を
ま
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同

年
七
月
、
山
西
省
五
台
山
へ
六
月
大
会
に
参
列
し
、
帰
る
途
中
に
太
原
城
内
の
崇
善

寺
に
寄
り
、
元
時
代
の
南
山
普
寧
寺
版
の
大
蔵
経
を
発
見
し
た
り
、
磧
砂
版
の
大
蔵

経
を
実
見
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
仏
跡
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
成
果

は
、『
支
那
仏
教
史
学
』
や
『
龍
谷
史
壇
』
に
掲
載
さ
れ
、
こ
れ
を
列
記
す
れ
ば
、

「
中
国
現
代
の
放
戒
と
戒
疤
・
戒
牒
」『
支
那
仏
教
史
学
』
第
四
巻
第
三
号
、
昭

和
十
五
年
一
一
月

「
呉
興
妙
厳
寺
版
蔵
経
雑
記
」『
支
那
仏
教
史
学
』
第
五
巻
第
一
号
、
昭
和
十
六

年
六
月

「
歴
代
編
年
釈
氏
通
鑑
対
校
拾
遺
記　

静
嘉
堂
宋
槧
待
訪
録
」『
龍
谷
学
報
』
第

三
三
一
号
、
昭
和
十
六
年
一
二
月

「
入
唐
霊
仙
三
蔵
と
五
台
山
」『
支
那
仏
教
史
学
』
第
五
巻
第
三
・
四
号
、
昭
和

十
七
年
三
月

「
太
原
崇
善
寺
新
出
管
主
八
の
施
入
経
と
西
夏
文
大
蔵
経
の
残
葉
」『
支
那
仏
教



【
特
別
調
査
報
告
】
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」　

調
査
報
告
（
一
）

九
七

史
学
』
第
六
巻
第
一
号
、
昭
和
十
七
年
七
月

「
光
明
禅
師
施
入
経
典
と
そ
の
扉
絵
―
元
白
雲
宗
版
大
蔵
経
の
一
考
察
―
」『
龍

谷
史
壇
』
第
三
十
号
、
昭
和
十
八
年
七
月

「
元
代
白
蓮
教
の
刻
蔵
事
蹟
」『
支
那
仏
教
史
学
』
第
七
巻
第
一
号
、
昭
和
十
九

年
一
〇
月　

「
磧
砂
蔵
経
の
西
夏
文
字
」『
支
那
仏
教
史
学
』
第
七
巻
第
一
号
、
昭
和
十
九
年

一
〇
月

と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
貫
弌
の
中
国
各
地
で
の
調
査
過
程
を
振
り
返
る
と
、
今
回
、
西
厳

寺
か
ら
新
出
し
た
貫
弌
が
書
き
記
し
た
調
査
報
告
や
写
真
類
、
そ
の
他
、
入
手
し
た

書
類
・
土
産
物
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
、
興
亜
留
学
生
と
し
て
の
貫
弌
の
一
連
の

行
動
を
明
ら
か
に
す
る
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
点
、
非
常
に
貴
重
な

資
料
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

六　

む
す
び
に

貫
弌
は
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
、
助
手
に
欠
員
が
出
た
た
め
に
研
究
科

の
指
導
教
授
高
雄
義
堅
に
呼
び
戻
さ
れ
、
同
年
四
月
か
ら
龍
谷
大
学
文
学
部
（
史

学
・
仏
教
史
学
）
の
助
手
と
中
央
仏
学
院
の
嘱
託
講
師
を
兼
務
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
七
五
）
か
ら
龍
谷
大
学
専
門
部
教
授
と
な
り
、
昭
和

三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
経
済
学
部
増
設
に
と
も
な
い
、
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
と

な
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
に
は
図
書
館
長
と
な
り
、
昭
和
五
十
年

（
一
九
七
五
）
に
は
龍
谷
大
学
を
退
職
し
、
京
都
の
下
宿
先
で
あ
っ
た
、
妙
心
寺
内

の
春
光
院
を
引
き
払
い
、
各
務
原
へ
戻
る
こ
と
と
な
る
。
蔵
書
類
や
研
究
資
料
は
す

べ
て
一
間
の
廊
下
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
が
、
春
光
院
は
貫
弌
の
妹
信
子
の
嫁
ぎ

先
で
あ
っ
た
た
め
、
処
分
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
各
務
原
に
引
き
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」
は
、
龍
谷
大
学
の
学
部
生
だ
っ

た
頃
か
ら
の
全
て
の
収
集
物
が
保
全
さ
れ
て
い
る
資
料
群
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う

ち
、
新
出
資
料
と
し
て
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
貫
弌
が
中
国
留
学
中
の
調
査
報

告
、
写
真
、
軍
部
の
ビ
ラ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
資
料
群
で
、
主
に
南
京
棲
霞
山
調
査

資
料
、
五
台
山
六
月
大
会
調
査
資
料
、
太
原
崇
善
寺
調
査
資
料
の
三
つ
に
分
類
さ
れ

る
。
今
後
、
写
真
類
に
つ
い
て
も
、
調
査
資
料
と
突
合
し
、
精
査
し
て
い
く
過
程
で

人
物
が
特
定
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
戦
中
ど
の
よ
う
な
方
法
で

中
国
仏
教
史
が
調
査
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
後
、
こ
の
新
出
資
料
を
研
究

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

註

（
1
）　  
道
端
良
秀
「
支
那
仏
教
史
の
概
説
書
概
観
」『
支
那
仏
教
史
学
』
第
一
巻
第
一
号
、

（
法
蔵
館
、
昭
和
十
二
年
）、
小
笠
原
宣
秀
「
昭
和
十
一
年
の
支
那
仏
教
史
学
界

点
描
」『
支
那
仏
教
史
学
』
第
一
巻
第
一
号
（
法
蔵
館
、
昭
和
十
二
年
）。



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

第
三
十
六
号

九
八

（
2
）　  

貫
弌
は
そ
の
他
に
も
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
の
坂
東
本
の
研
究
で
知
ら

れ
る
人
物
で
も
あ
る
。

（
3
）　  
小
川
徳
水
「
西
厳
寺
の
歴
史
」（
西
厳
寺
）。

（
4
）　  

小
川
貫
弌
手
記
「
仏
教
史
学
を
志
し
て
」（
西
厳
寺
蔵
「
小
川
貫
弌
資
料
」、
昭

和
五
十
一
年
）。

（
5
）　  

小
川
徳
水
氏
談
。

（
6
）　  

注
４
小
川
前
掲
手
記
。

（
7
）　  「
戦
時
教
学
」
研
究
会
『
戦
時
教
学
と
真
宗
』
第
一
巻
（
永
田
文
昌
堂
、
昭
和
六

十
三
年
）。

（
8
）　  「
興
亜
精
神
と
仏
教
」（『
教
海
一
瀾
』
昭
和
十
四
年
八
月
二
十
五
日
）。

（
9
）　  

注
４
小
川
前
掲
手
記
。

（
10
）　  「
本
山
録
事
」（『
教
海
一
瀾
』
昭
和
十
三
年
十
一
月
十
五
日
）。

（
11
）　  「
龍
大
の
二
留
学
生
と
満
州
学
院
員
生
決
る　

満
州
国
の
開
拓
者
」（『
中
外
日
報
』

昭
和
十
二
年
三
月
十
九
日
）。

（
12
）　  

注
４
小
川
前
掲
手
記
。

（
13
）　  『
支
那
仏
教
史
学
』
第
四
巻
第
三
号
（
法
蔵
館
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
）。

（
14
）　  「
南
京
及
蘇
州
に
於
け
る
仏
教
の
実
情
調
査
」（『
華
中
連
絡
部
調
査
報
告
シ
リ
ー

ズ
』
第
二
十
二
編
、
昭
和
十
五
年
五
月
）。

（
15
）　  

常
盤
大
定
『
古
賢
の
跡
へ
支
那
仏
蹟
蹈
査
』（
金
尾
文
淵
堂
、
大
正
十
年
）。

（
16
）　  

小
笠
原
宣
秀
・
宮
崎
圓
遵
・
小
川
貫
弌
・
日
野
昭
「〈
座
談
会
〉
龍
谷
史
壇
創
刊

五
十
年
記
念
特
集
回
顧
五
十
年
」（『
龍
谷
史
壇
』第
七
十
五
号
、昭
和
五
十
四
年
）。

（
17
）　  『
南
京
青
年
叢
書
第
１
輯　

六
朝
の
勝
地　

千
仏
の
名
藍　

棲
霞
山
史
蹟
』（
南

京
青
年
会
、
昭
和
十
五
年
）。

参
考
文
献

龍
谷  

大
学
三
百
五
十
年
史
編
集
委
員
会『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
』通
史
編
上（
龍

谷
大
学
、
平
成
十
三
年
）。

大
谷  

大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
『
大
谷
大
学
百
年
史
』
通
史
編
（
大
谷
大
学
、
平

成
十
三
年
）。

道
端  

良
秀
『
大
東
名
著
選
14　

日
中
仏
教
友
好
二
千
年
史
』（
大
東
出
版
社
、
昭
和

六
十
二
年
）。

槻
木  

瑞
生
編
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
軍
・
学
校
・
宗
教
関
係
資
料　

第
４
期
．

日
本
佛
教
団
（
含
基
督
教
）
の
宣
撫
工
作
と
大
陸
』
第
三
巻
（
龍
渓
書
舎
、

平
成
二
十
四
年
）。

浄
土  

真
宗
本
願
寺
派
国
際
部　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
編
纂
委
員
会

編
『
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
ア
ジ
ア
開
教
史
』（
本
願
寺
出
版
社
、平
成
二
十
年
。）

本
庄  

比
佐
子
・
内
山
雅
生
・
久
保
亨
編
『
興
亜
院
と
戦
時
中
国
調
査　

付
刊
行
物

所
在
目
録
』（
岩
波
書
店
、
平
成
十
四
年
）。

小
島  

勝
・
木
場
明
志
編
『
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
叢
書
Ⅲ　

ア
ジ
ア
の
開
教

と
教
育
』（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
、
平
成
四
年
）。
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執
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者
紹
介

小　

山　

正　

文
（
研
究
顧
問
）

新　

野　

和　

暢
（
客
員
研
究
員　

名
古
屋
大
谷
高
校
教
諭
）

市　

野　

智　

行
（
客
員
研
究
員　

本
学
非
常
勤
講
師
）

木　

越　

祐　

馨
（
加
能
地
域
史
研
究
会
代
表
）

藤　

井　

由
紀
子
（
所
員
）

中　

川　
　
　

剛
（
客
員
研
究
員　

愛
知
学
院
大
学　

博
士
課
程
後
期
）

高　

木　

祐　

紀
（
客
員
研
究
員
）

小　

川　

徳　

水
（
西
嚴
寺
住
職
）

工　

藤　

克　

洋
（
客
員
所
員　

京
都
産
業
大
学
史
編
纂
室
嘱
託
員
）

松　

金　

直　

美
（
客
員
所
員　

真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
助
手
）

脊　

古　

真　
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（
客
員
所
員　

本
学
非
常
勤
講
師
）
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